























の ｢アニアン海峡｣ を確認したとされ (ベーリン
グ探検隊の功績により後世にベーリング海峡と名



























紀においてはなお, シベリア図には ｢手書き｣ の
一枚物の地図が多いのが現状である｡ 第一次カム
チャツカ探検関係のシベリア図も, 後述のように,




ナブロート (	) 論文以外は, 断片的
な記述が多いことが特徴である(5)｡ 管見の限り,
従来のロシア地図史を扱った日本語文献では紹介


































































者を ｢測地学の教師｣ クラシリニコフ (
	) と推定する(10)｡
これらのシベリア図は, ロシア国立歴史博物館
の ｢シベリア図コレクション｣ の 18番目として
整理されており, 目録によれば, A図は 1753年












チャップリンの地図の複製は, 現在 16点 (す
べて手書き, ロシア 5, スウェーデン 5, パリ 3,











図は, 筆者の調査によれば, 他の 2つの地図と一
緒に博物館で保存されていた｡ ひとつは, クラシ
リニコフ作製の地図 (1777年), もうひとつはクッ








































































































































































て, 1725年 9月 25日にイリム川河畔のイリムス
ク到着, そこで越冬した｡
翌 1726年春に出発, レナ川を下り, 1726年 6
月ヤクーツクに到着した｡ ヤクーツクからは陸路
でオホーツクに向かい, ベーリングは荷物より先
に 10月 1日に到着し, 荷物はそのあと 10月中旬
に到着した｡
翌 1727年 6月 30日出航, 9月 4日にボリシェ
レツクに到着した｡ 1728年 1月ヴェルフニィカ
ムチャツクへ移動, 3月にニージニィカムチャツ
クへ, その後 7月 13日にカムチャツカ河口を離
れて, 7月 29日にアナディリ河口を通過, 8月 9
日から 11日までの間にチュクチ岬を廻航した｡ 8




翌 1729年 6月, ベーリングはここからアメリ
カへ渡ろうとして 6月 5日出発したものの, 6月
8日には濃霧のため引き返した｡ その後, カムチャ
ツカ南端のロパトカ岬を廻航して, それを地図に
記入し, 7月 2日ボリシャヤ河口に入り, 7月 23
日にオホーツクに帰還した｡ 8月 29日ヤクーツ


















































































































































































































トによれば, ⑤の書き込みこそが, この A図の






































































































































ティンゲン大学所蔵図 (図 4), ロシア国立歴史
博物館所蔵の A図 (図 1)・A図・B図は確認で
きた｡ ナブロート論文中では, シベリア民族の肖









国立図書館所蔵図 (図 5) もこれに該当するとす






Meeting Frontier(34) の解説によれば, ゲッティ






































































































































クホルム所蔵図 (図 5) もロシア国立図書館所蔵














































そこで, 図 1・図 3・図 4における民族の肖像
図を比較してみると, これら 3つの地図に描かれ
ている民族の肖像がすべて同じではないことが指
摘できる｡ 図 1のカムチャツカの女性は, 図 3・
図 4にはない｡ また, 図 3のヤクートの左側にあ





















































































































ら, 現段階では確証はない｡ ただ, 図 1にはない
が, 図 3・図 4には地図の左上に地図の表題が書

























シア国立博物館に所蔵されている A図は, 他の 2
つよりもさらに後年の複製であると思われる｡ つ
まり, よりオリジナルに近いタイプは, ゲッティ
ンゲン大学所蔵図 (図 4) とストックホルムのス
ウェーデン国立図書館所蔵図 (図 5) であると考
えられる｡








図 6 ダンヴィルのシベリア図 (1732年作製, 1735年デュアルドの 『シナ帝国誌』 所収図)
















ある｡ プスヤンチンの定義では, ｢人種地図｣ と
は, 過去および現在における民族の分布の特徴を
示し, ｢民族地図｣ とは, 伝統的な物質的・宗教
的文化を伴った民族を地図上に描いたものとされ
る(45)｡ ｢人種地図｣ のほうが ｢民族地図｣ よりも
包括的な概念を示しているといえる｡
ロシアの ｢人種地図｣ の発達は三期に分けられ
る｡ 第一期は, 17世紀末から 19世紀前半までの
時期であり, 固有性の存続であり, 人種分布を明
らかにすることによる境界画定作業のひとつでも
あった｡ 第二期は, 19世紀半ばから 1930年代ま
でである｡ 学術的な地図作製の発展期でもある｡














































を基礎資料として新しい ｢編集図｣ を作製し, さ
らに次の地図作製に利用していくことは, 当時の
知識人層のロシアの地図作製のひとつのあり方で


















本稿の課題である ｢出版図｣ なのか, ｢一枚物
の手書き地図｣ なのか, ｢測量図｣ なのか, ｢編集







本稿では, 平成 15年度在学研究 (2003年 4月 1日
～2004年 3月 31日ロシア科学アカデミー東洋学研究
所) の期間に行った調査を基礎とし, その後の補足調
査 (2008年 8月 10日～8月 24日, 2010年 9月 1日
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Bering’s First Expedition from 1725 to 1730 and Mapping Siberia :
Analyzing the Copy of Chaplin’s map
in the State Historical Museum in Moscow, Russia
Shinobu Komeie
Abstract
In the 18th century, the Russian Empire compiled several maps in Siberia and the Far East
in order to comprehend geographical information. Many Russian geographers and historians
have studied the printed maps and manuscripts on the basis of Bering’s Expedition between
17251730 and 17351743. The author studied some Russian manuscripts about Bering’s expedi-
tions in Moscow.
Bering submitted his expedition report together with Chaplin’s map to the Committee of the
Admiralty in St. Petersburg in 1730. However, the original map was lost and at present, some
copies and variants can be found in Russia, Sweden, Germany, France, Britain etc. Some Chap-
lin’s maps, show rivers and names of places along the travel route of the first expedition of Bering
and are based on many other new maps of geodesists in the Russian Academy. The five copies
contain pictures representing Siberian native people.
A variant of Chaplin’s map in the State Historical Museum in Moscow, in a 1753 manuscript,
is not an original map but it is a copied version by an intellectual, who desired geographical
information of unknown lands, in St. Petersburg. On this map, the representation of Kamchatka
is exceedingly better than the former Russian maps, but the representation of Chukoto Peninsula
is left incorrect. The next stage of Russian mapmaking of the Russian Far East began in the
latter half of 18th century. The copy of Cook’s map has changed shapes of Chukoto Peninsula in
Russian cartography.
Keywords : Bering’s expeditions, Mapping Siberia, Chaplin’s maps, eighteenth century, the Russian Far East,
Russian cartography
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